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研究成果の概要（和文）：転写活性化のされやすさ（ポテンシャル）という観点から、ヒストン修飾を介したク
ロマチン構造の機能を明らかにすることを目的として本研究を行った。ゼブラフィッシュ初期胚の生細胞イメー
ジングにより、ヒストンアセチル化が転写活性化のポテンシャルを高めることを明らかにした。また、RNAポリ
メラーゼIIの転写開始型と伸長型のリン酸化を特異的に認識する遺伝子コード型の一本鎖可変領域抗体プローブ
を開発し、転写開始部位と転写伸長部位は局在や動態が異なることを明らかにし、細胞核内における転写モデル
を提唱した。また、少数細胞エピゲノム解析法を開発した。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to elucidate the function of chromatin structure through
 histone modifications from the perspective of transcriptional activation potential. Through 
live-cell imaging of zebrafish embryos, we revealed that histone acetylation enhances the potential 
for transcriptional activation. We also developed genetically encoded single-stranded variable 
region antibody probes that specifically recognize phosphorylation of RNA polymerase II at the 
transcription initiation and elongation stages. Based on the distinct localization and dynamics of 
transcription initiation and elongation foci in living cells, a model of transcription organization 
was proposed. In addition, we have developed low-input epigenome analysis techniques.

研究分野：分子生物学

キーワード： クロマチン　遺伝子発現　転写制御　エピジェネティクス　ヒストン修飾

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒトなどの真核生物の細胞核に存在するDNAはヒストンタンパク質と結合しクロマチン構造をとって存在してい
る。このクロマチン構造が遺伝子発現の制御に働くことが最近明らかになってきたが、生きた細胞中でどのよう
に転写が起こるのについてはよくわかっていない。本研究では、ヒストンや転写を担う酵素であるRNAポリメラ
ーゼIIの翻訳後修飾を生細胞観察することにより、転写の活性化や抑制にヒストン修飾が働くこと、および、転
写が開始する場所と伸長する場所が異なることを明らかにした。本研究による転写の基本メカニズムに関する知
見は、再生医療や細胞治療などの研究に波及効果がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
真核生物細胞核のゲノム DNA は、ヒストン８量体が結合したヌクレオソームを基本単位とし、
それが連なったクロマチンとして存在する。発生・分化・環境応答における遺伝情報の発現制御
には、DNA への転写因子の結合に加え、クロマチンや細胞核構造の制御が重要であることがわ
かってきた。特に、最近のクロマチン免疫沈降とゲノム規模の塩基配列解析（ChIP-seq）によ
り、ヒストン翻訳後修飾と遺伝子制御との関係が明らかにされてきた。しかし、遺伝子がクロマ
チン構造変化を経て転写される基本メカニズムは明らかでなく、その理解には個々の細胞で刻々
と変化するクロマチン状態と転写のダイナミクスを明らかにする必要がある。 
 
研究代表者はこれまで、抗体の抗原結合断
片（Fab）を用いたタンパク質翻訳後修飾の
ライブイメージング技術“FabLEM”（Fab-
based Live Endogenous Modification 
Labeling）を開発し、転写活性化における
ヒストン修飾の意義を明らかにした。特に、
転写伸長型 RNAポリメラーゼ II（RNAP2-
Ser2ph）と 27 番目リシン残基がアセチル
化されたヒストン H3（H3K27ac）の動態
計測から、H3K27ac が転写開始から伸長
への移行を促進することを見出した。これ
らの結果は、転写誘導される遺伝子領域は、
転写活性化の準備ができたクロマチン状態、すなわち「転写が起こりやすいポテンシャル」を有
することを示しており（図 1）、それを遺伝子発現がダイナミックに制御される発生や分化など
において追跡することで、転写に対するクロマチンポテンシャルの制御機構の解明が可能にな
るのではないかと着想した。さらに研究代表者は、遺伝子コード型のプローブ “Mintbody”
（modification-specific intracellular antibody）を開発し、FabLEM では困難であった培養細
胞の長期間観察や、動植物個体内での観察に成功した。研究分担者の伊藤は、生細胞１分子イメ
ージングによる分子動態定量法を開発し、特定の遺伝子上の修飾や転写を捉えるために必要な
ナノスケールの解析も可能になった。研究代表者と研究分担者は、1～100 細胞程度でエピゲノ
ム解析が可能なクロマチン挿入標識技術 “ChIL”（Chromatin Integration Labeling）を開発し
た。これら革新的な独自のイメージング・エピゲノム解析技術に加え、近年発達した CRISPR-
dCas9 融合蛍光タンパク質を用いたクロマチン操作技術を組み合わせ、生細胞内でのクロマチ
ン状態、転写状態、エピゲノム情報の対応付けが、遺伝子レベルの解像度で可能となってきてい
る。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、生細胞解析と少数細胞エピゲノム解析により、転写活性化のされやすさ（ポテンシャ
ル）という観点から、ヒストン修飾を介したクロマチン構造の機能を明らかにする。遺伝子活性
化と遺伝子抑制が起こる際のクロマチンの構造変化を生細胞イメージングで捕捉し、また、エピ
ゲノム状態やクロマチン高次構造を明らかにする。さらに、細胞周期が停止し、遺伝子発現状態
が定常期にある終末分化細胞におけるクロマチンと転写の状態とその安定性を保証するクロマ
チン構造も明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
クロマチンポテンシャルの解明には、クロマチン状態と転写との時空間解析が必要である。その
ために、ヒストンや RNA ポリメラーゼ II の翻訳後修飾を可視化するための生細胞プローブの
開発とそれらを用いた研究を行った。 
 
（１）遺伝子活性化に働くクロマチン構造と動態 
 
ゼブラフィッシュ受精卵に、DNA可視化プローブとヒストンや RNAポリメラーゼ IIの修飾に
特異的な Fab などをインジェクションし、共焦点顕微鏡（Yokogawa CSU-W1, Oxford 
Instruments DragonFly, Nikon A1）を用いてタイムラプス観察を行った。画像をNIS-Elements
（Nikon）、MATLAB（MathWorks）、Image J等を用いて、ゲノム活性化におけるヒストン修
飾と RNA ポリメラーゼ II の動態を定量解析した。アセチル化や転写の影響を調べるために、
それらの阻害剤を用いた。 
 
（２）遺伝子発現変動に働くクロマチン構造 
 
RNAポリメラーゼ IIの Ser2phと Ser5phに特異的な抗体を産生するハイブリドーマ細胞から



抗体遺伝子の cDNA をクローニングし、細胞内で安定化する変異を導入して Mintbody を開発
した。Mintbodyの機能評価は、その局在の核／細胞質比、核内分布、阻害剤への応答性、結合
時間計測等により行った。Mintbody が集積する起点の動態は、高分解能顕微鏡（Olympus 
spinSR）や HILO顕微鏡によりイメージングし、輝点追跡により解析した。転写関連因子やク
ロマチン因子は、HaloTag融合タンパク質として発現させ、Cross-correlation functionにより
共局在性を評価した。 
 
（３）遺伝子発現安定化状態でのクロマチン構造と動態 
 
マウス胚性幹細胞に H4K20me1-Mintbody と H3K27me3-Mintbody を発現させ、分化誘導に
伴う X染色体不活性化の動態を追跡した。その際、X染色体の特定の領域を CRISPR/dCas9系
を用いて標識した。 
 
少数細胞エピゲノム解析には、蛍光標識オリゴヌクレオチドでラベルされた抗体を作製し、固定
した細胞を染色した後に Tn5 transposaseを反応させ、次いで T7 RNAポリメラーゼにより抗
体結合部位付近の配列を増幅した。 
 
４．研究成果 
 
（１）遺伝子活性化に働くクロマチン構造と動態 
 
転写されやすいクロマチン状態の実体を明らかにする
ために、ゼブラフィッシュの胚性ゲノム活性化をモデル
として、ヒストン修飾と転写活性化との関係を解析し
た。蛍光標識Fabを用いて、種々のヒストン修飾とRNA
ポリメラーゼ II のリン酸化、転写産物のダイナミクス
を生細胞で可視化した。その結果、ヒストン H3K27の
アセチル化（H3K27ac）が miR430 遺伝子クラスター
の転写に先立って集積することが明らかとなった（図
2）。H3K27acの集積は RNAポリメラーゼ IIの阻害剤
（αアマニチン）を添加しても見られたが、アセチル化
リーダータンパク質の結合阻害剤（JQ1）を添加すると
転写が阻害された。これらの結果から、ヒストンアセチ
ル化が転写活性化のポテンシャルを高めることを明ら
かにした（Sato et al., 2019）。また、転写因子Nanog
の凝集体形成が転写活性化に働くことが国際共同研究
により明らかになった（Kuznetsova et al., 2022）。 
 
また、クロマチン高次構造レベルでポテンシャル制御と
胚性ゲノム活性化との関係を調べるために、ゼブラフィ
ッシュ初期胚の DNA複製の可視化を行った。同一のタ
イミングで複製が行われるレプリコンクラスター
（DNA複製ドメイン）は、Hi-Cで検出される TADと関連性が高く、また、ゲノムの早期複製
領域と後期複製領域は、Hi-Cで同定される A compartment、B compartmentとそれぞれ関連
性が高い。そこで、蛍光タンパク質と融合した PCNA（DNAポリメラーゼの補助因子）を初期
胚で発現させることで、DNA複製部位を可視化することでクロマチン高次構造を検出できると
考えられた。実際、体細胞で見られるような後期複製ドメインは胚性ゲノム活性化後の胚にみら
れたが、PCNAの局在を詳細に観察すると、胚性ゲノム活性化前の胚でも DNA複製部位は均一
ではなかった。DNA複製タイミングによるクロマチンポテンシャルの変化と転写活性化との関
係について、研究を進めている。 
 
細胞核の構造は胚性ゲノム活性化前後で大きく変化するが、他の動物での知見からその変化に
細胞核アクチンが関与する可能性が考えられた。ゼブラフィッシュ胚にアクチンフィラメント
（Ｆ-アクチン）可視化プローブをインジェクションして観察した結果、ZGA前の核には F-アク
チンが核に集積することが明らかになった。Ｆ-アクチンの集積は核膜崩壊のタイミングで最大
になり、凝集した染色体の周りを取り囲んでいた。Ｆ-アクチンの集積と転写との関係は見出さ
れなかったものの、F-アクチンの集積は巨大な細胞で染色体分配が正しく起こる機構に関与す
るのではないかと考えられた。この研究は、国際共同研究により行われた（Oda et al., 2023）。 
 
（２）遺伝子発現変動に働くクロマチン構造 
 
転写されやすいクロマチン状態を明らかにするために、クロマチン状態に加えて転写を生細胞
で計測する必要がある。RNAポリメラーゼ IIは、転写開始時に C末端ドメインの Ser5が、転

図２: ゼブラフィッシュ胚発生（左上）にお
けるヒストンH3K27ac と転写伸長型RNA
ポリメラーゼ II（Ser2ph）のイメージング
（右上）と定量化（下） 



写伸長時に Ser2がリン酸化される。それらのリン酸化を特異的に認識する Fabを蛍光標識して
細胞に導入することで、１コピーの HIV レポーター遺伝子上の RNA ポリメラーゼ II の動態
（Forero-Quintero et al., 2021）および H3K27acと転写開始（Ser5ph）型 RNAポリメラーゼ
IIの関係（Saxton et al., 2023）を国際共同研究により明らかにした。 
 
Fabの場合は細胞にタンパク質を導入する必要があり、長期間の観察は難しいが、遺伝子コード
型の一本鎖可変領域抗体プローブ（Mintbody）の場合は長期間や生体内での観察が可能である。
Mintbody開発の成否は、抗体可変領域のフォールディングに依存し、ほとんどの抗体は細胞内
で安定かつ機能的に発現しない。そこで、
多数のモノクローナル抗体のスクリーニ
ングと点変異を導入により細胞内で機能
する RNA ポリメラーゼ II の Ser2ph と
Ser5ph に特異的な Mintbody を開発した
（図 3）。Ser2ph-Mintbody で標識される
転写伸長部位は転写開始部位と局在が異
なり、その動きはクロマチンよりも大きい
ことがわかった（Uchino et al., 2022）。さ
らに、特定の遺伝子座において、転写状態に応じた転写関連因子と転写開始部位（Ser5ph-
Mintbody）、転写伸長部位落合（ Ser2ph-
Mintbody）との位置関係を明らかにした
（Ohishi et al., 2022）。これらの結果から、転写
活性化前のクロマチンは転写関連因子のクラス
ターと近接して局在することで転写しやすさが
上昇したポテンシャルを持っていると考えられ
た。また、転写開始と伸長の場所が異なるという
モデルを提唱した（図 4）（Kimura and Sato, 
2022）。 
 
 
（３）遺伝子発現安定化状態でのクロマチン構造と動態 
 
分化した細胞のクロマチン構造と転写を理解するため
に、Mintbodyの開発を進めた。RNAポリメラーゼ II以
外にも H3K27me3特異的なものの開発に成功し（図 5）、
マウス ES 細胞の分化に伴う不活性 X 染色体の形成過程
においてH3K27me3とH4K20me1が同時に濃縮される
がこれらの修飾は転写抑制には必ずしも必要ないことを
領域内および国際共同研究により明らかにした（Tjalsma 
et al., 2021）。また、Ser2ph-Mintbodyを発現するマウス
個体を作製した。さらに、ヘテロクロマチンを生細胞で可
視化するために、ヘテロクロマチンタンパク質 1 に結合
するプローブを開発した。これらの遺伝子コード型プロ
ーブを用いることで細胞の分化過程や分化後のクロマチ
ン制御機構の解明に近づくことができると考えられる。 
 
細胞間でのヒストン修飾レベルの違いとその分布を定量的に評価できる方法を確立し、ヒスト
ン脱メチル化酵素の特異性評価や薬剤スクリーニングへ適用できることを示した（Hayashi-
Takanaka et al, 2019, 2020）。また、複数のMintbodyを用いた定量解析法を確立した（Sato 
and Kimura, 2020）。 
 
クロマチンポテンシャルを理解するためには、生細胞イメージングに加えてエピゲノム解析が
必要である。理想的には、生細胞イメージングを行った細胞のエピゲノム状態を取得するとこで、
時空間解析とゲノムワイド解析を統合できる。そのため、領域内共同研究により「クロマチン挿
入標識（Chromatin Integration Labeling: ChIL)」法を開発した(Harada et al., 2019)。この手
法により、１細胞でのエピゲノム解析が可能になった。また、同様の共同研究体制により、ヒス
トン修飾や転写因子の解析を可能にするmulti-ChIL（Handa et al, 2020）、および、組織切片
での解析を可能とする tsChIL(Maehara et al., 2021)を開発した。さらに、ChILと Cut&Tagを
組み合わせた１細胞エピゲノム解析技術（TIP-seq；Bartlett et al., 2022）やMintbodyと DamID
を組み合わせた１細胞解析技術（EpiDamID；Rang et al., 2022）を国際共同研究により開発し
た。このように、本研究により開発された ChIL技術やMintbodyは、１細胞解析技術の発展に
大きく貢献した。 
 

図３: Ser2ph-Mintbody の細胞核内局在と模式図 

図４: 転写開始と伸長のモデル 

図 5: H3K27me3-Mintbody による不
活性 X染色体の生細胞イメージング 
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タンパク質1分子を翻訳過程からイメージング可能なプローブ「HA Frankenbody」

実験医学 617-613

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
趙 寧、森崎達也、小田春佳、佐藤優子、木村 宏、Stasevich Timothy J 38
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ヒストン修飾解析の最前線

遺伝子医学 124-129

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
半田哲也、木村　宏 10
 １．著者名

10.1007/s12551-020-00642-3

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Physics of chromatin dynamics at the 57th Biophysical Society of Japan meeting.

Biophys Rev 265-266

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yuma Ito、Akatsuki Kimura 12
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1083/jcb.201811170

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A mosaic of old and young nucleoporins

The Journal of Cell Biology 385～386

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Shimi Takeshi、Kimura Hiroshi 218
 １．著者名

10.1038/s41467-019-08314-x

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The CENP-A centromere targeting domain facilitates H4K20 monomethylation in the nucleosome by
structural polymorphism

Nature Communications 576

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Arimura Yasuhiro、Tachiwana Hiroaki、Takagi Hiroki、Hori Tetsuya、Kimura Hiroshi、Fukagawa
Tatsuo、Kurumizaka Hitoshi

10
 １．著者名

10.1038/s41598-019-40546-1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Signs of biological activities of 28,000-year-old mammoth nuclei in mouse oocytes visualized by
live-cell imaging

Scientific Reports 4050

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Yamagata Kazuo、Nagai Kouhei、Miyamoto Hiroshi、Anzai Masayuki、Kato Hiromi、Miyamoto Kei、
Kurosaka Satoshi、Azuma Rika、Kolodeznikov Igor I.、Protopopov Albert V.、Plotnikov Valerii
V.、Kobayashi Hisato、Kawahara-Miki Ryouka、Kono Tomohiro、Uchida Masao、Shibata Yasuyuki、
Handa Tetsuya、Kimura Hiroshi、他4名

9

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
クロマチン挿入標識法（ChIL）による単一細胞エピゲノム解析

実験医学（増刊） 178-183

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
原田 哲仁、大川 恭行 37
 １．著者名



2018年

2019年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
遺伝子不活性化マークを生細胞で観察できる蛍光プローブ

化學工業 589～594

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
佐藤優子、木村宏 69
 １．著者名

10.1007/978-1-4939-8766-5_8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Visualizing the Dynamics of Inactive X Chromosomes in Living Cells Using Antibody-Based
Fluorescent Probes

Methods in Molecular Biology 91～102

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sato Yuko、Stasevich Timothy J.、Kimura Hiroshi 1861
 １．著者名

10.1038/s42003-018-0251-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Heterochromatin suppresses gross chromosomal rearrangements at centromeres by repressing
Tfs1/TFIIS-dependent transcription

Communications Biology 17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Okita Akiko K.、Zafar Faria、Su Jie、Weerasekara Dayalini、Kajitani Takuya、Takahashi Tatsuro
S.、Kimura Hiroshi、Murakami Yota、Masukata Hisao、Nakagawa Takuro

2
 １．著者名

10.1038/s41556-018-0248-3

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A chromatin integration labelling method enables epigenomic profiling with lower input

Nature Cell Biology 287～296

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Harada Akihito、Maehara Kazumitsu、Handa Tetsuya、Arimura Yasuhiro、Nogami Jumpei、Hayashi-
Takanaka Yoko、Shirahige Katsuhiko、Kurumizaka Hitoshi、Kimura Hiroshi、Ohkawa Yasuyuki

21



2018年

2018年

2019年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
全反射照明蛍光顕微鏡 ― 対物レンズ型

実験医学増刊 36～37

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
徳永万喜洋、伊藤由馬 36
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
生細胞内の1分子動態と相互作用の定量解析

パリティ 72～74

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
伊藤由馬、徳永万喜洋 36
 １．著者名

10.1038/s41598-018-35593-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
CLIP-170 is essential for MTOC repositioning during T cell activation by regulating dynein
localisation on the cell surface

Scientific Reports 17747

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Lim Wei Ming、Ito Yuma、Sakata-Sogawa Kumiko、Tokunaga Makio 8
 １．著者名

10.2142/biophys.58.221

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Nucleome Consortium

Seibutsu Butsuri 221～222

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
TASHIRO Satoshi、KIMURA Hiroshi 58
 １．著者名



2018年

2023年

2023年

2022年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1101/2022.11.21.517317

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Transcription bodies regulate gene expression by sequestering CDK9

bioRxiv 517317

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ugolini Martino、Kuznetsova Ksenia、Oda Haruka、Kimura Hiroshi、Vastenhouw Nadine L. -
 １．著者名

10.1101/2023.01.18.524584

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Combinatorial single-cell profiling of all major chromatin types with MAbID

bioRxiv 524584

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Lochs Silke J.A.、van der Weide Robin H.、de Luca Kim L.、Korthout Tessy、van Beek Ramada E.、
Kimura Hiroshi、Kind Jop

-
 １．著者名

10.1101/2023.03.01.530718

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Slitflow: a Python framework for single-molecule dynamics and localization analysis

bioRxiv 530718

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ito Yuma、Hirose Masanori、Tokunaga Makio -
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
共焦点レーザー走査顕微鏡 iii. FRAP/FLIP

実験医学増刊 50～51

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
木村　宏 36
 １．著者名



2019年

〔学会発表〕　計39件（うち招待講演　21件／うち国際学会　15件）

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第94回日本生化学会大会（招待講演）

第44回日本分子生物学会年会

第44回日本分子生物学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

佐藤 優子, 内野 哲志, 伊藤 由馬, 前原 一満, 大川 恭行, 徳永 万喜洋, 木村 宏

岡 翔平, 佐藤 優子, 木村 宏

小松原 新大, 木村 宏, 小田 春佳

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

生細胞プローブを用いた不活性X染色体動態と転写制御の解析

アセチル化H3K9特異的生細胞プローブの改良とin vitro可溶性評価法の確立

酵母ディスプレイ法による細胞内修飾特異的抗体の特異性改変

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

10.1101/592089

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Modeling latent flows on single-cell data using the Hodge decomposition

bioRxiv 592089

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Maehara Kazumitsu、Ohkawa Yasuyuki -
 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第44回日本分子生物学会年会

第44回日本分子生物学会年会

第44回日本分子生物学会年会

第44回日本分子生物学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Marinela Perpelescu, 小布施 力史, 舛本 寛, 鐘巻 将人, 木村 宏

村川 直柔, 中村 毅, 川口 紘平, 村山 歩駿, 木村 宏, 藤田 尚信

小田 春佳, 佐藤 優子, 藤原 侑亮, 川島 茂裕, 金井 求, 木村 宏

大石 裕晃, 島田 聖瑠, 内野 哲志, Li Jieru, 佐藤 優子, Alexandros Pertsinidis, 山本 卓, 木村 宏, 落合 博

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

ショウジョウバエ幼虫の脂肪体におけるリソソーム機能の抑制は変態に重要である

ゼブラフィッシュ初期胚における核アクチンの動態と役割

単一遺伝子イメージングを用いた転写活性と制御因子クラスタリングの時空間的な関連解明

 ４．発表年

 ４．発表年

PHIP/ICEN4 centromere function depends on CENP-B

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

第44回日本分子生物学会年会

第44回日本分子生物学会年会

第44回日本分子生物学会年会

RIKEN BDR Symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

内野 哲志, 伊藤 由馬, Jessica Dai, 佐藤 優子, 半田 哲也, 大川 恭行, 徳永 万喜洋, 木村 宏

Hiroshi Kimura

 ３．学会等名

 ３．学会等名

肖 テイ, 小田 春佳, 八尾 竜馬, 植田 朱音, 朝香 未来, 中橋 美貴子, 木村 宏, 山縣 一夫

原田 哲仁, 藤井 健, 前原 一満, 田中 かおり, 木村 宏, 大川 恭行

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Tracking histone and RNA polymerase II modifications in living cells using genetically encoded probes

ライブセルイメージングを用いたウシ受精卵における染色体動態の可視化

ChIL法による単一細胞マルチオミクスプロファイリング

転写伸長型RNAポリメラーゼII可視化プローブによる生細胞内における 転写伸長部位の観察

 ４．発表年

 ４．発表年



2020年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第93回　日本生化学会大会（招待講演）

Chromosome Dynamics - An international symposium on chromatin and chromosome stability（招待講演）（国際学会）

第42回日本分子生物学会年会（招待講演）

The 79th of Annual Meeting of the Japanese Cancer Association（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

Hiroshi Kimura

木村 宏

Hiroshi Kimura

木村 宏

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Gene regulation and chromatin dynamics in living cells

転写活性化に伴うヒストンアセチル化とクロマチンのダイナミクス

Roles of histone acetylation and nuclear F-actin in zebrafish embryo development

ゼブラフィッシュ胚性ゲノム活性化におけるヒストンアセチル化の役割と核内環境変化

 １．発表者名

 ３．学会等名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Single Cell Omics Germany Workshop "Advances in single cell epigenomics 2019"（招待講演）（国際学会）

第92回日本生化学会大会（招待講演）

Gordon Research Conference "Genome Architecture in Cell Fate and Disease"（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
日本人類遺伝学会第64回大会（招待講演）

 ２．発表標題

Hiroshi Kimura

Hiroshi Kimura

大川　恭行

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Tracking RNA polymerase II and histone modification dynamics during the zygotic genome activation

Chromatin modification dynamics during the activation and inactivation of transcription

クロマチン挿入法による単一細胞エピゲノム解析

Single-cell histone modification analysis: from live-cell imaging to epigenome profiling

 １．発表者名
Hiroshi Kimura



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EMBO Symposia: Multi-Omics（国際学会）

第42回日本分子生物学会年会

 ３．学会等名

 ２．発表標題

大川　恭行

 ２．発表標題

Hiroshi Kimura

Yuma Ito, Makio Tokunaga

Yasuyuki Ohkawa

 ３．学会等名

3rd Epigenetics and Bioengineering Conference (EpiBio 2019)（国際学会）

第57回日本生物物理学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

遺伝子の発現されやすさはどのように決まるのか？～クロマチンが規定する遺伝子発現制御能力～

Modification-specific intracellular antibodies for monitoring histone modification in vivo

A single-molecule localization approach to quantify the interaction between transcriptional machinery and chromatin
structure

Chromatin integration labelling Technology for expanding multi-omics

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CSHL Meeting "Nuclear Organization & Function"（招待講演）（国際学会）

Gordon Research Conference "Chromatin Structure and Function"（招待講演）（国際学会）

Hiroshi Kimura

Hiroshi Kimura

Hiroshi Kimura

Hiroshi Kimura

2nd Epigenetics and Bioengineering Conference（招待講演）（国際学会）

Joint Annual Meeting of JSDB 51st and JSCB 70th（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Chromatin modification dynamics during gene activation and inactivation in living cells

Chromatin Modification Dynamics in Living Cells

Sensing Histone Modification and Transcription Dynamics in Living Cells
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